
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 平成２４年度 青森県商工会連合会 臨時総会（P.1） 

□ 平成２４年度 第２回 知事と商工三団体との懇談会（P.2） 

□ 【連載】わがまちの元気な企業再発見～千畳敷センター～（P.3） 

□ 【連載】商工会だより ～東通村商工会～（P.4） 

□ 第１４回商工会青年部全国大会 徳島大会（P.5） 

□ 平成２５年度第３回青年部・女性部 部員研修会（P.6） 

今月の一枚 

東通村 重要無形民俗 

文化財 “能舞” 

 

発行：青森県商工会連合会／編集：広報編集グループ 

〒030-0801 青森県青森市新町 2-8-26 青森県火災共済ビル５F 

TEL・017-734-3394（代表）FAX・017-773-7249 

【東通村・重要無形 

文化財「能舞」】 

 

東通村は、本州最北端下北

半島の北東部に位置し東西

２４㎞、南北に３２㎞あり、 

西側はむつ市と横浜町、南に

六ヶ所村と隣接しています。

人口は 7,181 人（平成 25 年

2月現在）の村です。 

 村では数多くの民俗芸能

を昔からの形のまま守り伝

えられています。中でも、国

の重要無形文化財に指定さ

れている「能舞」は、約 500

年以上前に山伏である不動

院を中心に伝えられており、

このほかにも、小正月に豊作

を願い女性たちが各戸を訪

ね歩き踊る「田植え餅つき踊

り」、南部手踊りを昔からの

姿のまま伝承している「神

楽」、山伏芸能の一つで東通

独自の舞と言われる「獅子

舞」などが今なお受け継がれ

ています。 
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平
成
二
十
五
年
度 

商
工
会
連
合
会
基
本
方
針 

二
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

ま
ち
づ
く
り
等
の
支
援
強
化 

三
．
商
工
会
の
組
織
強
化
と
職
員

の
資
質
向
上 

一
．
小
規
模
事
業
者
等
の 

 
 

 
 

 

経
営
支
援
強
化 

                              

            

 
平
成
二
十
五
年
度
の
基
本
方
針
と
し

て
、
よ
り
質
の
高
い
巡
回
支
援
を
推
進

す
る
一
方
で
、
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
等
の

活
用
向
上
等
に
よ
る
現
場
支
援
の
方
法

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
経

営
支
援
連
絡
会
議
等
を
通
じ
て
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
支
援
活
動
の
あ
り
方
を
探
る
な
ど
、

経
営
支
援
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。 

 

ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て 

は
、
主
任
経
営
指
導
員
以
上
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ 

研
修
義
務
化
と
併
せ
て
、
新
職
階
制
度 

と
連
動
し
た
研
修
内
容
の
充
実
に
努
め 

ま
す
。 

さ
ら
に
、
商
工
会
の
自
己
負
担
の
格 

差
是
正
に
向
け
て
、
職
員
の
人
件
費
を

完
全
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
均
衡
の
と
れ
た
職
員
配
置
を
推
進
し

ま
す
。 

商
工
会
連
合
会
と
各
商
工
会
は
、
小 

規
模
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
中
小
企

業
の
支
援
機
関
と
し
て
、
全
国
連
、
県

及
び
各
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
会

員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上
に

支
持
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
、
以
下
の

三
つ
の
重
点
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

（
１
）
経
営
の
効
率
化
・
高
付
加
価
値

化
を
目
指
す
事
業
者
に
対
し
て
、

商
工
会
と
連
携
し
、
財
務
諸
表
等

を
利
用
し
た
専
門
経
営
指
導
員
等

に
よ
る
経
営
支
援 

（
２
）
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
た
次

世
代
事
業
者
の
育
成
支
援 

（
３
）
地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
特
産

品
の
販
路
開
拓
支
援
並
び
に
業
務

店
コ
ラ
ボ
に
よ
る
素
材
活
用
支
援 

（
４
）
企
業
経
営
の
安
定
並
び
に
法
律

問
題
に
対
す
る
支
援 

（
５
）
広
域
的
に
わ
た
る
諸
課
題
並
び

に
特
定
業
種
に
関
す
る
支
援 

（
１
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
支

援
と
商
店
街
機
能
の
再
生
を
目
指

す
店
力
・
街
力
向
上
支
援 

（
２
）
地
域
資
源
活
用
、
農
商
工
連
携

等
新
た
な
取
組
み
の
拡
大
並
び
に

広
域
的
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み

支
援 

（
３
）
商
工
会
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
支
援 

（
１
）
商
工
会
財
政
基
盤
の
強
化 

（
２
）
専
門
化
・
多
様
化
す
る
支
援
ニ

ー
ズ
の
対
応
に
向
け
た
経
営
支
援

の
研
究
と
支
援
事
例
の
共
有
化 

（
３
）
合
併
・
広
域
連
携
の
推
進 

（
４
）
職
員
の
資
質
向
上 

     

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日
、
青
森
市
の
青
森
県
火
災
共
済
会
館
に
お
い
て

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
商
工
会
連
合
会
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
四

年
度
一
般
会
計
更
正
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
決
定
の
件
等
、
全
五
議
案
を
原
案
ど
お
り
承

認
し
ま
し
た
。 

 

 

臨時総会会場の様子  
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中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援

法
と
経
営
支
援
の
取
り
組
み 

                              

            

 当
日
は
、
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
林

光
男
会
長
）・
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
蝦
名
文
昭
会
長
）・
県
商
工
会
連
合
会

（
今
誠
康
会
長
）
の
三
団
体
の
幹
部
と
、

三
村
知
事
を
は
じ
め
商
工
労
働
部
な
ど

県
担
当
部
局
幹
部
が
出
席
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
三
村
知
事
よ
り
「
地
域

中
小
企
業
の
成
長
と
発
展
～
観
光
・
輸

出
産
業
を
核
と
し
た
展
開
～
」
と
題
し

て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
各
団
体
か
ら
の
報
告
と
し

て
、
青
森
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
林

会
長
よ
り
「
観
光
振
興
に
係
る
誘
客
対

策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
、
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
蝦
名
会
長
よ
り
、

「
中
小
企
業
団
体
青
森
県
大
会
と
地
域

中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
定
着
支
援
事

業
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
し
ま

し
た
。 

今
県
連
会
長
か
ら
は
、「
中
小
企
業
経

営
力
強
化
支
援
法
と
経
営
支
援
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
、
昨
年
十
二
月
に
県

内
各
商
工
会
も
認
定
機
関
と
し
て
包
括

し
て
、
東
北
経
済
産
業
局
に
認
定
申
請

を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団

体
と
し
て
五
十
年
を
超
え
る
実
績
・
人

材
を
有
し
て
い
る
商
工
会
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
商
工
業
者
の
高
度
・
専

門
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
経
営
力

強
化
支
援
法
認
定
機
関
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
一
方
で
、
地
域
の
商
工
業
者

と
新
法
の
認
定
機
関
と
な
る
税
理
士
等

と
の
橋
渡
し
役
も
努
め
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
、
商
工
会
の
経
営
支
援
の
基
盤

で
あ
る
経
営
改
善
普
及
事
業
を
推
進
す

る
た
め
に
、
商
工
会
の
特
徴
で
あ
る
巡

回
訪
問
に
よ
る
指
導
・
助
言
の
実
施
を

強
化
し
、
商
工
会
と
連
合
会
が
共
通
の

認
識
に
立
っ
て
商
工
業
者
の
期
待
に
き

め
細
か
く
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。 

最
後
に
、
商
工
会
が
改
め
て
中
小
企

業
経
営
力
強
化
支
援
法
の
認
定
機
関
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
大
き
な
バ

ネ
と
し
て
、
地
域
商
工
会
業
者
の
た
め

に
、
ま
た
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
商
工
会

並
び
に
商
工
会
連
合
会
が
、
一
丸
と
な

っ
て
経
営
支
援
の
質
を
高
め
、
成
果
を

出
す
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
支
援
下
さ
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。 

三
村
知
事
か
ら
は
、「
私
も
商
工
会
の

重
要
性
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
地
域
に
お
け
る
経
営
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
県
と
し
て
も
金
融
政
策
を
は

じ
め
と
し
た
支
援
策
を
講
じ
、
共
に
力

を
合
わ
せ
ま
し
て
町
や
村
の
活
力
づ
く

り
に
商
工
会
と
と
も
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
な
ど
と

お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

三
村
申
吾
知
事
と
県
内
商
工
三
団
体
と
の
懇
談
会
が
二
月
六
日
、
青
森
市
の
ホ

テ
ル
青
森
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
団
体
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。 

青
森
県
商
工
会
連
合
会
か
ら
は
、「
中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
と
経
営
支
援

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

懇談会の様子  
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日
本
海
の
幸
、
新
鮮
食
材 

            

         

大
学
生
の
頃
、
夏
休
み
に
両
親
が
営

ん
で
い
る
こ
の
店
を
手
伝
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
楽
し
さ
を
知
り
、
卒
業
後

に
調
理
師
と
し
て
専
従
し
、
現
在
七
年

目
と
な
り
ま
す
。 

  
 

   

 

               

店
は
、
県
内
で
も
有
数
の
観
光
地
で

あ
る
千
畳
敷
海
岸
の
す
ぐ
前
に
位
置
し
、

ど
の
席
か
ら
も
千
畳
敷
海
岸
を
一
望
し

な
が
ら
食
事
が
で
き
ま
す
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
地
元
で
獲
れ
た
海
産

物
を
取
り
入
れ
た
定
食
や
丼
物
、
麺
類 

な
ど
で
、
焼
き
魚
と
刺
身
を
主
と
し
た

「
千
畳
敷
定
食
」
や
、
い
く
ら
・
う
に
・

日
替
わ
り
ネ
タ
を
使
っ
た
三
色
丼
は
人

気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
又
、
漁
業
権
を
も

つ
店
主
自
ら
海
に
潜
り
採
取
し
て
い
る

「
も
ず
く
」
は
、
お
客
様
か
ら
絶
品
と

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

約
八
割
が
県
外
か
ら
観
光
で
お
見
え

に
な
る
お
客
様
で
、
最
大
三
百
名
を
収

容
で
き
る
店
内
は
、
特
に
夏
季
に
は
連

日
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
す
。 

                

  

今
後
は
、
魚
の
干
物
や
サ
ザ
エ
等
を

使
っ
た
加
工
品
の
開
発
を
行
い
、
店
頭

販
売
や
卸
販
売
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ネ
ッ
ト

通
販
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
事
で
す
。 

 

尚
、
深
浦
町
の
特
産
品
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
県
内
外
の
催
事
に
出
向
い

て
の
Ｐ
Ｒ
を
、
青
年
部
活
動
と
し
て
提

案
中
で
あ
り
ま
す
。 

 

 

わ
が
ま
ち
の
元
気
な
企
業
再
発
見 

 

 

 

 

 

 

 

【企業概要】 

所属商工会：深浦町商工会 

企 業 名：千畳敷センター  

代 表 者：猿 川 陽 一 

業  種：飲 食 業 

営業時間：午前 8 時～  

午後 7 時 不定休 

（冬季間（1～3 月）休業）  

TEL:050-1455-0303 

FAX:0173-76-2454 

URL:http://1000jjc.com 

【企業概要】 

所属商工会：むつ市川内町商工会 

企業名：山菜ラーメン屋やまぼうし 

代表者：立石ユキ 

 

深
浦
町
は
、
本
県
津
軽
地
方
の
西
南
端
の
秋
田
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
北
部
は

「
千
畳
敷
海
岸
」
や
「
日
本
一
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
」
、
南
部
は
「
十
二
湖
」
や
「
白

神
山
地
」
と
い
っ
た
観
光
資
源
が
豊
富
な
町
で
す
。
又
、
絶
景
の
夕
日
で
知
ら
れ
る

西
海
岸
で
は
、
海
産
物
が
豊
富
で
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す 

今
回
は
、
深
浦
町
千
畳
敷
海
岸
で
営
業
し
て
い
る
飲
食
店
「
千
畳
敷
セ
ン
タ
ー
」

の
専
従
者
で
、
深
浦
町
商
工
会
青
年
部
副
部
長
と
し
て
、
商
工
会
活
動
に
も
積
極
的

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
猿
川
浩
也
（
さ
る
か
わ
こ
う
や
）
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

販
路
の
拡
大
に
向
け
て
… 地元食材をふんだんに使った「千畳敷定食」  

絶品！「海鮮丼」 
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三
月
二
十
四
日
、
東
通
村
石
持
地

区
で
【
ひ
が
し
ど
お
り
『
郷
土
芸
能
』

と
『
食
』
を
楽
し
む
会
】
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

東
通
村
は
二
十
九
の
集
落
が
あ
り
、

各
地
区
ご
と
に
民
俗
芸
能
や
郷
土
芸

能
が
受
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

能
舞
を
は
じ
め
と
し
て
、
獅
子

舞
・
大
神
楽
・
も
ち
つ
き
踊
り
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
能
舞
に
つ
い

て
は
、
鎌
倉
時
代
に
そ
の
骨
格
が
形

成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
て
、
平
成 

 

 

 

元
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化 

財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

集
落
の
多
さ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

広
大
な
土
地
と
津
軽
海
峡
・
太
平
洋

の
海
の
恵
を
生
か
し
た
農
業
・
漁
業

が
盛
ん
で
あ
り
、
山
沿
い
と
海
沿
い

の
地
域
で
は
出
さ
れ
る
郷
土
料
理
も

違
い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
東
北
新
幹
線
・
新

青
森
駅
開
業
に
合
わ
せ
て
発
足
さ
れ

た
【
ひ
が
し
ど
お
り
『
郷
土
芸
能
』

と
『
食
』
を
楽
し
む
会
】
で
、
東
通

村
で
で
き
る
「
お
も
て
な
し
」
と
し

て
「
民
俗
芸
能
」
と
「
郷
土
料
理
」

を
一
度
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
す
る
本
会
は
東
通
村
商
工
会
・

観
光
協
会
・
民
宿
及
び
旅
館
組
合
・ 

 

 

 

郷
土
芸
能
保
存
会
・
東
風
塾
で
構
成

さ
れ
て
い
て
、
商
工
会
で
は
入
場
券 

の
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
の
問
合
せ
先
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
度
に
鹿
橋
地
区

「
鹿
橋
青
年
会
」
に
よ
る
能
舞
の
上

演
と
「
鹿
橋
そ
ば
保
存
会
」
に
よ
る

「
東
通
そ
ば
」
等
が
振
舞
わ
れ
た
第

一
回
目
に
引
き
続
き
、
第
二
回
目
と

な
る
平
成
二
十
四
年
度
は
、
石
持
地

区
「
石
持
敬
神
会
」
に
よ
る
能
舞
「
祈

禱
舞
」「
く
ら
ま
」
と
婦
人
会
の
「
も

ち
つ
き
踊
り
」
、
郷
土
料
理
に
つ
い
て

は
「
け
ん
ち
ん
汁
」「
ア
ピ
オ
ス
入
り

の
炊
き
込
み
ご
飯
」
等
が
振
る
舞
わ

れ
、
村
内
外
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ

り
満
員
の
会
場
で
能
舞
と
郷
土
料
理

を
堪
能
で
き
ま
し
た
。 

            

商
工
会
地
域
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
疲
弊
が
見
ら
れ
る
状
態
に
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
地
域
活
力
の
一
助
と
し
て
定
着
し

拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

      

民
俗
芸
能
と
食
を
堪
能 

村
の
お
も
て
な
し 

「
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
企
画 

東通村 

商工会 

東通村の郷土料理  

能舞の様子  

会場の様子  

能舞の様子  

能舞の様子  
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平
成
二
十
四
年
度
第
三
回
商
工
会
青

年
部
員
研
修
会
が
、
三
月
十
一
日
、
青

森
市
「
青
森
国
際
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

県
内
各
地
か
ら
青
年
部
員
及
び
担
当

職
員
六
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
濱
谷
浩
文
県
青
連
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
県
内
七
ブ
ロ

ッ
ク
の
代
表
者
よ
り
、
平
成
二
十
四
年

度
に
実
施
し
た
「
広
域
連
携
委
託
事
業
」

の
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

東
郡
地
区
か
ら
は
北
海
道
新
幹
線
開

業
に
向
け
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
等
）
の
講
習
会
開
催
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

西
・
つ
が
る
地
区
は
、
つ
が
る
市
に

お
い
て
大
量
廃
棄
さ
れ
る
メ
ロ
ン
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開

発
（
メ
ロ
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
レ
シ
ピ
の

作
成
）
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

北
五
地
域
は
、
新
た
な
特
産
品
開
発

に
向
け
て
の
各
地
区
の
農
産
物
等
に
つ

い
て
の
調
査
・
研
究
及
び
原
材
料
の
選

定
、
特
産
品
開
発
の
た
め
の
講
習
会
並

び
に
試
作
を
行
い
ま
し
た
。 

中
南
地
区
か
ら
は
ご
当
地
グ
ル
メ
展 

    開
事
業
と
し
て
、
昨
年
開
発
さ
れ
た
「
も

つ
け
の
汁
」
の
定
義
付
け
や
そ
れ
に
伴

う
商
標
権
出
願
に
つ
い
て
な
ど
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

上
十
三
地
区
か
ら
は
、
昨
年
実
施
し 

た
「
ピ
ザ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
発
展

と
し
て
、
地
域
の
特
産
品
を
地
元
の
高

校
生
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
活
用

し
て
製
作
し
た
ピ
ザ
の
販
売
体
験
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

下
北
地
区
は
「
職
業
体
験
型
事
業
」

と
し
て
、
地
元
小
学
生
を
対
象
に
様
々

な
業
種
の
職
場
体
験
を
行
い
、
地
元
へ

の
愛
着
、
働
く
事
の
意
義
と
尊
さ
を
学

ん
で
も
ら
い
、
将
来
の
下
北
を
背
負
う

子
供
た
ち
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

三
八
地
区
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域

振
興
を
結
び
付
け
新
た
な
事
業
展
開
を

図
る
べ
く
、
Ｊ
リ
ー
グ
・
ベ
ガ
ル
タ
仙

台
と
の
意
見
交
換
を
し
、
地
域
活
性
化

策
を
模
索
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
発
表
と

更
に
、
二
十
五
年
度
事
業
の
説
明
を
受

け
、
部
員
た
ち
は
来
年
度
実
施
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い

た
様
子
で
し
た
。 

    

平
成
二
十
四
年
度
第
三
回
商
工
会
女

性
部
員
研
修
会
も
、
同
日
開
催
さ
れ
、

五
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

女
性
部
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
実
施

し
た
「
お
も
て
な
し
ツ
ア
ー
」
に
つ
い

て
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
を
発
表
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

東
郡
地
区
は
今
回
実
施
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
太
宰
治
の
文
学
碑
や
竜

飛
崎
な
ど
津
軽
半
島
を
ぐ
る
り
と
周
る

ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。 

西
・
つ
が
る
地
区
は
ミ
ニ
白
神
の
散

策
や
観
光
列
車
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」 

の
旅
等
を
計
画
し
、
そ
れ
に
伴
う
お
も

て
な
し
活
動
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。 中

南
地
区
は
り
ん
ご
狩
り
体
験
や
、

名
勝
「
盛
美
園
」
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企

画
。
中
南
津
軽
の
魅
力
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
事
を
発
表
し
ま
し
た
。 

北
五
地
域
は
郷
土
の
料
理
や
特
産
品

を
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
す
る
ツ
ア
ー
を
企

画
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
実
施
見

送
り
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
後
の

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
へ
活
か
し
た
い
と
云
う

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

    

上
十
三
地
区
は
航
空
科
学
館
や
清
酒

工
場
の
見
学
、
女
性
に
人
気
の
野
菜
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
な
ど
の
内
容
で
お
客
様
を
迎

え
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。 

下
北
地
区
は
全
国
的
知
名
度
の
あ
る

大
間
マ
グ
ロ
を
は
じ
め
、
各
地
区
の
特

産
品
・
郷
土
料
理
を
余
す
こ
と
な
く
提

供
す
る
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
実
施
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 三

八
地
区
は
景
勝
地
・
酒
造
メ
ー
カ

ー
の
見
学
や
、
グ
ル
メ
漫
画
に
も
登
場

し
た
名
物
餅
の
振
る
舞
い
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
実
施
さ
れ
た
ツ
ア
ー
の
評
判
は

と
て
も
良
く
、
来
年
度
の
実
施
の
弾
み

に
な
っ
た
事
と
思
わ
れ
ま
す
。 

研
修
の
後
半
は
青
年
部
も
合
流
し
、

前
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
の
宮

本
周
司
氏
よ
り
「
経
営
者
と
し
て
経
営

に
取
り
組
む
姿
勢
や
商
工
会
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
じ
商
工
業
者
の
話
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
部
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
な
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。 
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「
ひ
ろ
が
れ
、
つ
な
が
れ
、 

阿 
呆 

に 

な 

れ
」 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の 

必 

要 

性 

                              

              

今
大
会
は
徳
島
県
で
行
わ
れ
た
事
も

あ
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ひ
ろ
が
れ
、

つ
な
が
れ
、
阿
呆
に
な
れ
」
。 

 

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
ら
れ
た
想

い
は
、
何
事
も
大
切
に
助
け
合
う
心
を

学
び
、
広
く
友
情
の
輪
を
広
げ
、
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
阿
波
踊
り
の
如
く
、
勢
い

よ
く
発
展
す
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
会
場
の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

に
全
国
か
ら
約
二
千
四
百
名
が
集
結
し

ま
し
た
。 

 

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
を
勝
ち

上
が
っ
た
六
名
の
精
鋭
が
、
青
年
部
活

動
や
地
域
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
熱
く
熱
く
語
り
ま
し
た
。
発
表
を
聞

い
た
青
年
部
員
は
今
後
の
青
年
部
活
動

の
参
考
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
最
優
秀
賞
に
は
、
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
福
岡
県
代
表
・
山
口
智
臣
君
が
選

ば
れ
、
東
北
北
海
道
代
表
の
福
島
県
・

押
田
洋
平
君
は
優
秀
賞
（
第
二
位
）
に

輝
き
ま
し
た
。 

            

主
張
発
表
大
会
後
に
は
、
地
元
徳
島

発
祥
の
「
阿
波
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
昔
な
が
ら
の
三
味
線
・
太
鼓
で

奏
で
ら
れ
た
伴
奏
は
現
在
で
は
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
団
体
の
枠
を
超
え
た
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
実
現
し
た
そ

の
演
舞
は
勇
壮
さ
を
更
に
増
し
て
い
ま

し
た
。
終
了
後
は
、
そ
の
阿
波
踊
り
団

体
の
長
・
岡
秀
昭
氏
と
地
元
放
送
局
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
遠
藤
彰
良
氏
、
徳
島
県
青

連
会
長
北
島
一
人
氏
の
三
名
で
「
阿
波

踊
り
か
ら
学
ぶ
青
年
経
営
者
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
題
し
、
文
化
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
で
岡
氏
は
先
程
の
阿
波
踊
り

を
な
ぞ
ら
え
「
古
き
良
き
部
分
は
守
り

つ
つ
マ
ン
ネ
リ
化
を
打
破
す
る
為
に
は

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
交
流
）
が
大
事
」

と
熱
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

大
会
二
日
目
に
は
「
商
人
（
あ
き
ん

ど
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
商
談
会
」
が
開
催

さ
れ
、
全
国
七
青
年
部
事
業
所
が
、
自

社
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

平
成
二
十
五
年
二
月
六
日
～
七
日
の
二
日
間
、
徳
島
県
徳
島
市
の
「
徳
島
県
立

産
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
）
」
に
お
い
て
第
十
四
回
商
工
会

青
年
部
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
二
千
四
百
名
の
青
年
部
員
が
参
加

し
、
本
県
か
ら
は
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

青
年
部
活
動
に
対
し
大
き
く
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
た
、
前
青
森
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
理
事
で
前
深
浦
町
商
工
会
青
年
部
長
を
務
め
た
岡
田
彰
男
氏
に
、
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

大会の模様  

勇壮な「阿波踊り」の実演は  

見る人に感動を与えていた  

【
編 

集 

後 

記
】 

 

今
年
の
冬
は
雪
が
多
く
、
寒
さ
が
厳
し

い
冬
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
よ
う

や
く
春
の
訪
れ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

新
天
地
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
身
体
だ
け

は
ご
自
愛
下
さ
い
。 

 

来
年
度
も
今
ま
で
以
上
の
情
報
発
信
に

努
め
ま
す
の
で
、
情
報
提
供
等
ご
協
力
下

さ
い
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
橋
本
） 



 

 

 

様々な経営課題を解決しようと地区の商工会にお申込みいただいた

事業所に対して、まず商工会経営指導員等が訪問し事前ヒアリングを行い、相談内容に沿

った適切な専門家を決定・派遣するとともに、事業終了後再度訪問し事後ヒアリングを行

い、事業の検証並びに今後の経営支援を行いますので是非ご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・経営一般及び経営管理の指導を受けたい。 

・新製品の開発について指導を受けたい。 

・後継者及び従業員の教育をしたい。          

・店舗内装を見直したい。              ※ご相談内容によって一部有料となる場合が 

・就業規則・服務規程・退職金規程等の実務指導を受けたい。 ありますので事前にご相談ください。 

・コンピュータの実務指導を受けたい。他  

経営・技術強化支援事業（エキスパート・バンク事業） 

小規模企業者及び創業予定者の必要とする専門的な経営・技術・技能について、深い

知識を有する専門家を小規模企業者等の要請に応じて直接派遣し、適切な指導・助言を

行うことを目的とした事業です。 

 

業種別・専門分野別特別相談指導事業 

商工会連合会が委嘱した嘱託専門指導員が、財務・税務・経営等の専門分野（税理士）、

商取引・契約・関係法令の照会等の専門分野（弁護士）、経営管理等の専門分野（中小企

業診断士）の業種別・専門分野別個別相談を行うことを目的とした事業です。 

 

経営安定特別相談事業 

倒産の恐れのある中小企業から事前に相談を受けて、経営的に見込みのある企業につ

いては関係機関の協力を得て再建の方途を講じ、また、倒産防止が困難とみられる企業

については円滑な整理を図ることにより、企業倒産に伴う地域の社会的混乱を未然に防

止することを目的とした事業です。 
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